
  
 

 

 

 

 

読解力と対話力                        校長 妹尾 雅巳 

 先日、デジタル･リテラシーに関する研修会にオンラインで参加しました。ICT に関する子どもたちの環

境は予想以上に進んでいて、「情報活用能力(情報モラル)」を求められていた時代から、「情報を上手に

活用する力」＋「情報のリスクに対応する力」が求められている時代へと突入していることをあらためて学

びました。これからは「リスクを判断・回避する」できるスキルを育成していかなくてはいけなくなってきたので

はないかと思いました。例えば、友達同士での写真や動画をSNSに投稿する際、「これぐらいは大丈夫」ではな

く、「どのような特徴があったら、危険と判断すればよいか」という危険を予測する力を身につけることが必要

だということです。そのためには学校と家庭とが連携して、子どもたちに身につけさせていくしか手段はない

と感じました。そのためには、今一度、我々大人がマナーやモラルを守っている姿を見せていくところから、再

スタートしていかなければと思いました。 

この研修の中でもう一つ興味深い話がありました。それは「読解力」と「対話力」についてです。 

学校では1人 1台端末を活用した授業が進められているのは周知のとおりです。OECD生徒の学習到達度

調査（PISA）の中で 37 カ国中、２023 年では、日本の学習到達度は世界でトップクラスだったという報告が

あります。その反面、学校での学力の伸び悩みの要因の一つとして、「読解力」と「対話力」があるのではないか

といわれています。 

例えば、右の問いです。我々大人は、読み

進めると答えは③のみだということが、すぐ

に答えることができると思います。 

しかしながら、子どもたちの中には答えら

れないこともあるのです。その証拠に読解力

検定（正式には文章読解･作成能力検定）と

いう検定まであり、大学では学校推薦型選

抜の評価の1つとして、また企業でも求める

人材の一部として評価されているというこ

とでした。SNS がこれだけ浸透している世

の中だからこそ、子どもたちのとって必要なスキルの 1つなのではないかと思います。 

スキルアップのためには「対話力」が必要不可欠となってきます。親や祖父母などの家族や地域の方々、学校

の教職員などと関わっていくことで、言葉の言い回しやその人の持つ話し方の間合い、態度なども含めて身に

付けていくものではないかと思います。そのため一長一短には身に付くことではありません。だからこそ、日頃

から「対話」を意識しておくことが大切ではないでしょ

うか。日常生活を通じて読解力高める方法として、次

の 3 つの方法が有効であると学びましたので紹介し

ます。 

  ご家庭でも、子どもたちの声に耳を傾ける機会と

一人の大人としての助言(アドバイス)をお願いしま

す。 
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◎日常生活を通じて読解力を高める 3 つの方法 
 

① 親子でディスカッションする 

② 読書をする 

③ 異年齢と交流する 

アメリカ人の子どもがお絵描きをしている。太陽を描くとき、黄

色のクレヨンを使い始めた。「えっ、赤じゃないの？」と驚く人もい

るだろう。日本では，太陽の色といえば赤色をイメージする人が多

いはずだ。しかし、ある本によると、黄色や赤のほかに、オレンジ

や白、金色で太陽を表す国もあるということだ。物のとらえ方が住

んでいるところによって異なることは、実に興味深い。 

Ｑ 上の文章の内容と一致しないものを、すべて選びなさい。 

① 太陽は、様々な色で描かれる。 

② 太陽を描くときの色は、金色や白、黄色などもある。 

③ 太陽は住んでいる場所によって異なる色に変わる。 



【陸上競技】 

男子 

・400m    

・3000m  

・走高跳  

・三段跳  

・円盤投  

・砲丸投  

女子 

・800m   

・1500m     

・走高跳     

・走幅跳 

 

 

【女子ソフトテニス部】 

・１回戦 南佐渡中 ２―１ 黒川中     

・２回戦 南佐渡中 ０―３ きらら村上  

    

 
【男子ソフトテニス部】 

 ・２回戦 南佐渡中 ２―１ 豊浦中   

 ・３回戦 南佐渡中 ０―２ 中条中   

  

  

 

８位  

７位   

２位    

３位   

５位   

３位   

 

決勝進出  

８位      

８位     
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下越地区中学校体育大会 結果 ―団体結果と個人入賞、県大会出場者の紹介― 
 
 

 

  

 

 

 

   

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 月 の 主 な 行 事 予 定 

1 日(火) 職業講話(２年)             
4 日(金) 通信陸上大会 漢字検定           

  7 日(月) 保護者会 実力テスト(３年)     
  8 日(火) 保護者会 実力テスト(３年)  SC 勤務日  
  9 日(水) 保護者会      
 10 日(木) 南佐渡万葉活動 県大会激励会      
 11 日(金) 相川中とのボランティアガイド交流会 

【女子バスケットボール部】 

・２回戦 南佐渡 WINGS 69―39 荒川クラブ   

・３回戦 南佐渡 WINGS 45―48 村松桜中 

  

【男子バドミントン部】 

・１回戦 南佐渡中 ３―０ 村上中等  

・２回戦 南佐渡中 ０―３ 水原中  

14 日(月) 実力テスト（２年） 
15 日(火) 全校朝会（体育祭軍決め）専門委員会 
16 日(水) 民生委員・児童委員懇談会 
18 日(金) 被爆ピアノ演奏 
23 日(水) スポーツフェスティバル 
24 日(木) 終業式 
25 日(金)～27 日(日)宿根木観光ボランティア 

中学生選抜将棋選手権 県大会に出場 
6 月 8 日（日）に新潟市で開催

された「中学生選抜将棋選手権 新

潟県大会」に、3 年生の佐々木隆寛

さんが出場しました。県内各地か

ら集まった強豪選手たちと対局

し、見事第 4 位という素晴らしい

成績を収めました。 

日頃から将棋に真摯に取り組む

佐々木さんは、佐渡市内で行われ

る大会でも、一般の大人の方々を

相手に健闘し、好成績を残してい

ます。今後のさらなる活躍が大い

に期待されます。 

 

羽茂まつり「総踊り」参加しました！ 
6 月 15 日（日）、本校の生徒約

130 名が、「羽茂まつり」に参加

しました。法被を身にまとい、元

気いっぱいに踊る姿は、祭りの会

場を大いに盛り上げました。 

沿道には多くの地域の皆さま

が生徒たちの踊りに温かい拍手

と声援を送ってくださいました。 

当日の様子は、下記の QR コー

ドからご覧いただけます。動画

で、生徒たちの活躍と笑顔をぜひ

ご覧ください！（※動画は限定動

画配信となっています） 

 

 

宿ボラガイド 今年度も開催！ 
本校の「宿根木観光ボランテ

ィアガイド部」は、歴史的な町

並みが残る宿根木を舞台に、観

光客の皆さんへ地域の魅力を

伝える活動を行っています。生

徒たちはガイドを通じ、ふるさ

との良さを再発見し、表現力や

コミュニケーション力を高め

ています。詳細は QR コードを

ご覧ください！ 

【実施日】 

７月 25 日～27 日 

８月 22 日～24 日 

【女子バドミントン部】 

団体３位 県大会出場 

・１回戦 南佐渡中 ３―０ 村上中等  

・２回戦 南佐渡中 ２―０ 中条中 

・準決勝 南佐渡中 ０―２ 新発田バド 

ダブルス５位 県大会出場 

・        ペア  

 詳細は QR コードをご覧ください   


